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    「きたまち工房トゥインクル」

では、従来の焼き菓子に加え、新

鮮素材を使いシンプルで甘みをお

さえたプリン（１ヶ１２０円）を

今夏より販売開始。10月限定のパ

ンプキンケーキ（

 １ヶ１５０円）

も販売中、11 月はマロンケーキを

販売予定です。

 

                      

 
    白鳥福祉館はなちゃ

y
a９月の新

製品は２種。４月発売してご好評

いただきリクエストの多い桜の塩

クッキー、今回は伊豆大島産の自

然塩（大島恵の園謹製）を使っ

て、定番商品「ソルトクッキー」

として販売いたします。 
 もう１種は、レモンシフォン

ケーキ。六種あるシフォンに新た

に仲間入り。レモン風味のアイシ

ングが特徴です。 
 「ソルトクッキー」 

      ３枚入り１５０円 
 「レモンシフォン」 

      １カット２００円           陶芸班ではミニ盆栽鉢にチャレ

ンジ、園芸班は樹の栽培を始めま

した。２班のコラボで小さな緑は

毎日の生活に潤いを与えてくれま

す。 
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１０１０１０１０月月月月    ２４日    作業所まつり２００９ 
                     （北町福祉作業所） ２９日～１１月１日 あやめ祭                                             
                     （西水元あやめ園） １１１１１１１１月月月月                                                                                                                                                                                     １日    秋桜祭             （さくら学園）  ３日    Ｎｅｗわいわい祭 
                       （世田谷福祉作業所）  ７日    武蔵野会セミナー   
            「山本譲司さん講演会」                  （練馬産業会館） 
     8日    さぎょうしょ祭            （烏山福祉作業所）                     ２１日    公開福祉講座（救命講習会） 
                        （北町福祉作業所） ２８日    介護講習会      （さくら学園）                               
             「認知症サポーター養成講座」 １２１２１２１２月月月月                                                                                                                                                        
    ５日  練馬区障害者                               
                              フェスティバル参加 
        （大泉町福祉園、 北町福祉作業所） 
    ６日 葛飾地区ウェルピア祭り参加 
                                          （白鳥福祉館) 
    ９日 成年後見制度研修会      「活かして安心 成年後見制度」        八王子クリエイトホール                （問い合わせ先 希望の里） 

 

武 蔵 野 会 後 援 会  社会福祉法人武蔵野会が経営する22施設と3つのグループホームの利用者のために、より良い環境や施設の充実・施設の円滑な運営などを、物心両面から支える組織として、武蔵野会後援会があります。皆様のご理解とご協力により、会の拡大をはかり、法人の運営基盤の確立を応援していますので、ご協力をお願い申し上げます。 〒193-0931      東京都八王子市台町 １-１９-３   電話・FAX  ０４２－６２６－９７７２ 

自主生産品紹介自主生産品紹介自主生産品紹介自主生産品紹介    

新しい仲間のレモンシフォンケーキ。さわやかなアイシングをご賞味下さい。 

新製品新製品新製品新製品    

のののの巻巻巻巻    

北
町

福
祉

作
業

所
 

プリン、パンプキン 
パウンドケーキ 

白
鳥

福
祉

館
 

ソルトクッキー 
レモンシフォン 

ミニ盆栽鉢 

新鮮な素材となめらかな舌触りが評判のプリンです。 ハロウィン限定パウンドケーキは売り切れ御免！ 

みどりの息吹が陶器に
生命を吹き込みます。 



 ７月25日（土）施設としては初

めて「夏まつり」を開催しまし

た。今年の夏まつりは昨年まで事

業団が行っていた内容に合わせ２

部構成にしました。１部は利用者

の方々で編成された「飛行船バン

ド」のライブ演奏と、各棟選抜の

歌自慢の方々によるカラオケ大会

です。特にカラオケは、87歳の最

高齢の利用者の方が参加され、大

変盛り上がりを見せ、予定されて

いた以外の方も飛び入りし、皆さ

んとても楽しまれていました。 
 ２部は午後６時から地域の方々

も参加しグランドで夏まつりで

す。祭りのメインは櫓を囲んでの

盆踊り。小平芸能ボランティアの

方達による踊りの披露。更に地元

青葉太鼓の皆さんの威勢の良い太

鼓に、利用者の方々もこの音に合

わせ踊りの輪の中に加わっていま

した。初めての夏まつりには、ご

家族の他地域住民、更に元事業団

職員方も顔を見せいただき、ま

た、30名ボランティアの方々にも

ご協力頂き、無事終了することが

できました。 
 ９月28日、「大島恵の園・第

２大島恵の園開設二十周年記念式

典」を開催しました。両施設が伊

豆大島の地に一歩を踏み出した平

成元年９月１日、あれから20年の

月日が流れました。 
    式典の準備にあたり、当時の記

録や資料を見たり関係者の方々か

らも当時の様子を伺いました。開

設期から今日に至るまで、関係機

関をはじめ地域の方々、家族会な

ど、本当に多くの方々に支えられ

て来たことを、ふり返って知る貴

重な機会ともなりました。 
 式典ではご来賓より心温まる祝

辞を頂き、さらに皆さまの期待に

応えられるように日々努力をして いきたいと思います。なお、会場

に華やかさを添えた花は華道クラ

ブの講師でお世話になっている山

田由美子さんに生けていただきま

した。  式典の最後に、大島恵の園の開

設期から現在までのスライドを上

映し、利用者自治会を代表して会

長の小島さん・酒井さんから「本

日はありがとうございました。こ

れからもよろしくお願いしま

す。」という挨拶があり式典が無

事に終わりました。 
 

希
 望
 の
 里 

 希望の里は、平成元年５月１日

に開設し20年が経過しました。 

昨年度の忘年会の前に、創立20年

記念式典を行い、５月１日には紅

白饅頭を利用者に配り家庭で想い

出を紐解いて頂きました。   
 ９月に開催した希望の里祭で

は、「ありがとう二十年」をテー

マに、記録ビデオ・写真パネル等

で歴史を紹介しました。利用者ご

家族、近隣の皆様、ボランティア

や協力企業の皆様等に感謝し、利

用者及び地域の皆様等のお役に立

てるよう努力致します。 
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武蔵野児童学園
武蔵野児童学園
武蔵野児童学園
武蔵野児童学園    

 新型インフルエンザは５歳から 
19歳の罹患者が最も多いといわれ、 

例に漏れず３～18歳の児童がいる 

学園では９月後半から一ヶ月間で 

３分の１の児童が発症しました。 

幸いにも重篤にならずに済んでい 

ますが、今後も感染には要注意で 

す。  すぎなすぎなすぎなすぎな愛育園愛育園愛育園愛育園    
 園庭の南側に道路が整備される 

関係で、既存のフェンスでは危険 

が伴うため新たに高さ４ｍのネッ 

トフェンスが増設されました。 
 防砂ネットのおかげで吹きっさ 

らしも減り遊びやすくなりました。 

 きねきねきねきね川福祉作業所川福祉作業所川福祉作業所川福祉作業所    
 古い大型のテレビが映らなくな 

りました。昭和55年製の物でした。 

保護者会のご協力を得て地デジ対 

応の機種を購入し、この際にと、 

新しいアンテナを立てました。さ 

すがにクリアーな画面になり利用 

者の皆さんは大喜びです。 
 烏山福祉作業所

烏山福祉作業所
烏山福祉作業所
烏山福祉作業所    

 ９月10日～11日で茨城県の袋田 

温泉に行って来ました。総勢78名 

の大集団で、甚だ時代遅れの感も 

ありますが、日本３名瀑のひとつ、 

袋田の滝を見学したり、ポテロン 

の森でアイスクリームづくりを体 

験したり、ぶどう狩りをしたり、 

全員で楽しい時間を過ごしてきま 

した。 

大島恵の園の記念式典。支えて下さった多くの方に感謝の気持ちを伝えたいと思いました。 
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 開設から25年が経過した練馬福

祉園は、高齢化や虚弱化が進み、

介護が必要な利用者が多くなって

きましたが、豊かな生活を過ごし

ていただくよう、支援にも環境に

も配慮を重ねています。 
 この10月には、介護を必要とす

る利用者が楽しく安全に入浴でき

るために、一つの女性棟の浴室を

大きな浴槽から個別の浴槽へと改

修しました。綺麗な脱衣所と新し い個別浴槽が２台並ぶと、利用者

の皆さんは興味津々で見入ってい

ました。脱衣室は秋田檜を使い爽

やかな香りがただよっています。

浴室壁には明るく、大小のお花の

タイルで女性らしく華やかな空間

となりました。 
 練馬福祉園では、利用者一人ひ

とりの状況に合わせて入浴時間を

確保していますが、快適な浴室に

なり、ゆっくりと過ごす時間は更

に長くなりそうです。 
  また、介護に当たる職員にとっ

ても、改修した浴室は、身体的な

負担が少なく、これまで以上に、

余裕を持って、利用者の介護に充

たることができそうです。 
 武蔵野会の研修計画の中に、階

層別研修があります。その一環の

新任職員研修で、着任前の３月に

大島で行う宿泊研修時に｢新任研

修シート」が手渡され、各自、目

標を定め、研修で学んだことや確

認したことを記録します。その

後、そのシート持って、赴任した 施設で現場研修を行い、福祉施設

の職員として歩み始めます。 
 その年の９月から12月にかけて

「新任研修シート」を活用し、新

任研修と同じグループのメンバー

で「新任フォローアップ研修」が

行われます。それぞれの施設での

ＯＪＴに加え、新任研修で学んだ

ことが現場で生かされているかを

新任職員同士で確認するのです。 

 既に実施したグループでは、理

念の実践やより良い利用者支援に

ついて、活発な意見交換ができて

いるようです。新人職員が集まっ

て行う研修は一年目だけですが、

武蔵野会は一年を通したこの研修

を、福祉従事者として働く基盤作

りに欠かせない重要な研修として

位置づけています。  
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 北町福祉作業所
北町福祉作業所
北町福祉作業所
北町福祉作業所    

 「きたまち工房トゥインクル」 

はおかげさまで９月で一周年。大 

島産の明日葉を練り込んだ焼き菓 

子も好評で、新製品開発にも余念 

がありません。秋の行事では初の 

製菓体験を開催しました。 
 利用者自治会のエコキャップ運 

動も拡大、近隣地域や区役所での 

回収も増量中です。 
 西水元西水元西水元西水元あやめあやめあやめあやめ園園園園    

 敬老の日に、利用者の皆様の長 

寿を祝いました。祝い膳を囲みな 

がら一年間の出来事をスライドで 

振り返り、楽しいひとときを過ご 

しました。相談会を併せて行い、 

ご家族のお話しを聞かせていただ 

きました。  大泉町福祉園大泉町福祉園大泉町福祉園大泉町福祉園    
 12月上旬竣工を目標に、大規模 

修繕工事が進行中です。外観は白 

亜からベージュになり、住宅街の 

雰囲気に調和した色合いとなりま 

す。同時に屋上緑化工事も進めて 

います。  白鳥福祉館白鳥福祉館白鳥福祉館白鳥福祉館     今年は小グループ（３～４人） 

の一泊旅行を実施、観光先で急遽 

「押し花教室」に参加するなど、 

少人数ならではの旅を楽しんでい 

ます。  

秋田檜の香りに包まれるバスタイムは身も心もリフレッシュします。 
新
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地区での研修風景 
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  千代田区立障害者福祉センター

が、来年一月にオープンします。

ＪＲ御茶ノ水駅から徒歩で５分と

いう便利な場所に建設中です。建

物は８階建てで、お茶の水キリス

ト教会との合築です。１階から５

階が千代田区立障害者福祉セン

ターです。武蔵野会が指定管理者

として千代田区からの指定を受け

運営します。武蔵野会としては23

番目の施設となります。 
 愛称は区民からの一般公募によ

り、みんなの笑顔があふれる施設

という願いをこめて「えみふる」

に決まりました。えみふるは、障

害種別を問わず、多様な障害やラ

イフステージに応じたきめ細かな

サービスをセンターの専門機能を

十分に生かして安心・安全・満足

のサービスを提供する施設です。

スタッフだけではなく、ボラン

ティアなどの協働も視野に入れ利 用者一人ひとりに適したオーダー

メイドのサービスを目指し、住み

慣れた地域で安心して豊かな生活

を送れるよう福祉の町づくりに参

画していきます。入所施設ではあ

りませんが、地域密着型の年中無

休で24時運営の多機能型の施設で

す。３障害を対象とした地域活動

支援センター事業をはじめ、グ

ループホーム・ケアホーム（定員

４人）、ショートステイ（定員２

人）事業などを展開していく予定

です。具体的な事業内容は、障害

のある方や区民を対象とした講

座・講習会の開催やこれらによる

ボランティアの育成、作業療法

士、理学療法士、言語聴覚士によ

る各種機能訓練、マシーンリハビ

リや機械浴や自立浴、半自立浴な

どの療浴サービス、高次脳機能障

害を対象とした地域生活リハビリ

事業（定員５人）、一般就労をし ている知的障害者を対象とした社

会適応訓練事業（定員10人）、ま

た毎日通所する法外の生活介護事

業（定員10人）、精神障害者共同

作業所（登録定員20人）、これら

の他、電話や面談、訪問による相

談事業や医師による医療相談な

ど、千代田区の地域福祉の核とな

ります。千代田区立富士見福祉会

館や精神障害者共同作業所サロン

ドゥちよだの事業を継承し、新た

な内容を加えて事業展開します。

これらの事業を一体的に提供し、

生活に関わる基本機能を分断する

ことなく発揮
し、利用者一

人ひとりの
サービスを

トータルで提
供していきま

す。     この他、
 利

用者の来館の
便を図るた

め、日中の時
間帯は日曜や

祭日も千代田
区のコミュニ

ティーバス
「風ぐるま」が十分間程度の間隔

で運行される予定です。ショート

ステイやグループホーム、ケア

ホームは年中無休ですが、地域活

動センターの利用は午前９時から

午後９時までで、年末年始および

月一回の建物設備メンテナンスの

日以外は無休で営業します。予定

しているスタッフは現在、６名が

千代田区立富士見福祉会館で引き

継ぎを受けているほか、法人内各

施設で、実習研修を受けており、

開設に向けて奮闘中です。 
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の一般市民が社団法人の会員に

なってもらえるように働きかけて

いきます。  この研究は、厚生労働省のエイ

ズ対策研究事業の分担研究で、武

蔵野会は「エイズの長期療養者の

福祉施設受入れ課題と対策」班と

して活動しています。 
 研究の目的は「エイズの罹患者

で、慢性疾患化した長期療養者が

漸増することが予想される中、福

祉施設の受入は進んでいない。そ

のため、受入に関する課題と対策

について調査する」ということで

す。つまり、エイズの長期療養者

の中に心身の障害や高齢などで家

庭での生活が難しく、福祉施設の

利用が必要な人がいても、利用し

にくい実態があるということで

す。     当該班は福祉施設でエイズの長

期療養者を受け入れるにあたっ

て、受入側にどういう課題がある

のか、或いはないのか、ある場合

は、どうすれば、その課題を取り 除くことができるか、その対策を

３年間かけて作成します。 
 １年目の今年は調査と分析で

す。武蔵野会の全職員のアンケー

ト、管理職へのインタビュー、他

法人で受入をしている施設への訪

問調査、職員へのアンケートを集

計し分析していきます。３年間の

研究ですが、１年毎に進捗を報告

します。     今やエイズは薬で発症をコント

ロールできるようになり、感染率

も極めて低い感染症ですが、正確

な知識を持っているか、いないか

では、エイズへの認識も変わりア

ンケートの回答も大きく変化する

ことになると思います。今後は、

分析結果をもとに、エイズについ

ての研修を開催していくことにな

ると思います。 
 武蔵野会に働く職員として、理

念に則って考えると、福祉施設

は、常態として医療的な治療の必

要がなければ、どんな慢性疾患を

持っていても受け入れていくこと

が基本になります。しかも、受け

入れるだけでは十分ではなく、利

用する方が、その人らしい生活が

送れるような支援が求められま

す。 

    この研究が、エイズの長期療養

者を受入れるためのガイドライン

ではなく、よりその人にあった生

活を送れるためのガイドライン

に、つながるようになればと考え

ています。 
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   『レッドリボン』（赤いリボン）

は、もともとヨーロッパに古くか 

ら伝承される風習のひとつで、病 

気や事故で人生を全うできなかっ 

た人々への追悼の気持ちを表すも 

のでした。  この『レッドリボン』がエイズ 

のために使われ始めたのは、アメ 

リカでエイズが社会的な問題とな 

ってきた１９８０年代の終わり頃 

でした。このころ、演劇や音楽な 

どで活動するニューヨークのアー 

ティスト達にもエイズが広がり、 

エイズに倒れて死んでいくアーテ 

ィスト達が増えていきました。 
 そうした仲間達にたいする追悼 

の気持ちとエイズに苦しむ人々へ 

の理解と支援の意思を示すために 

『赤いリボン』をシンボルにした 

運動が始まりました。 
 この運動は、その考えに共感し 

た人々によって国境を越えた世界 

的な運動として発展し、ＵＮＡＩ 

ＤＳ（国連合同エイズ計画）のシ 

ンボルマークにも採用されていま 

す。レッドリボンは、あなたがエ 

イズに関して偏見をもっていな 
い、エイズとともに生きる人々を 

差別しないというメッセージで 
す。    12月１日は世界エイズデーで 

す。 
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     武蔵野会では、新型インフル
エンザの対応マニュアルをもと

に、法人を挙げて感染防止に臨
んでいます。法人本部に理事長

を対策本部長とする｢新型インフ
ルエンザ危機管理対策本部」を

置き、感染の現状把握を行い、
状況に応じて利用者に影響がで

ない職員体制をとれるようにし
ています。  対策本部には各施設の感染情

報が毎日報告され、本部から
は、厚生労働省や東京都の情報

をいち早く伝えています。今の
ところ、法人内では施設を閉鎖

するような感染は発生していま
せんが、冬に向かい今後も基本

的な対応を継続していきます。 



性化させるのが目的です。 
    第２大島恵の園では、精神障害

者の社会適応訓練事業を実施して

います。大島の南部地区では、当

該事業を受け入れる事業所がない

ため、北部の受け入れ事業所まで

車が必要でした。歩いて利用でき

る事業所は利用の拡大に繋がりま

す。今後、地区に大きく貢献する

ことになりそうです。 

      武蔵野会は、今年１月に日本福

祉大学と提携し、同２月に、提携

している全国14の法人が一堂に会

する法人サミットに参加しまし た。その際、当法人理事長が成年

後見制度に関する講演を聞き、武

蔵野会がその制度構築に動き出す

ことになりました。 

    これまで、さくら学園の保護者

会が、年金管理委員会を発展さ

せ、社団法人障害者成年後見支援

委員会として、利用者の財産を管

理する先駆的な働きをしています

が、武蔵野会としては、個々の保

護者の相談に応じたり、情報を知

らせることはしていましたが、法

人として成年後見に関して積極的

に動いてはいませんでした。 
 成年後見制度については制定さ

れて久しいのですが、後見人にな

るには、申請に手間や費用がかか

り、実際には十分には機能してい

ません。さらに、漸く後見人にな

れても、その方が高齢で後見人を

継続できなくなれば、また、誰か

が申請しなければなりません。 
 こういった現状から、法人が後

見人の役割を果たす法人成年後見

センターを市区町村の社会福祉協

議会などが設立して注目されてい

ます。しかし、社会福祉法人は施

設利用者と利益が相反するという

ことで、現状では、センターの設

立ができません。そこで、武蔵野 会は、成年後見センターの設立の

ために社団法人を立ち上げる準備

を積極的に行うことにしました。

先駆的な活動をしている団体を訪

問し、情報を集め、市民成年後見

人を輩出するための様々な講座の

講師との連携もとれました。今後

は社団法人の発起人や代表者が決

定され、12月初旬には、社団法人

のキックオフ大会を予定していま

す。  後見センター設立後は、まず、

武蔵野会の利用者の後見を行って

もらい、地域の高齢者や障害者な

どの後見に拡がっていくことを望

んでいます。武蔵野会は十分な

バックアップをしていくために、

職員に限らず、企業や学校、多く

3 

イメージが強いことによるものと

考えられます。 
 厚生労働省は、現場で介護や障

がい者支援にたずさわる職員の処

遇改善のため、「介護職員処遇改

善助成金」制度を取り入れまし

た。年間一人につき18万円程の給

与増を行い、介護・福祉職の求人

率を高め、離職率を抑えようとい

う意図です。新たに政権をとった

民主党は、介護職に月４万円を増

額するとの計画です。 
 給与を増やすだけで求職者が増

えるのでしょうか。給与が多いこ

とに越したことはありませんが、

お年寄りや障がいがある方たちと

の関わりに価値観を見いだし、生

き生きと笑顔で働いている職員が

現場には多くいます。 
 人を援助する職種の魅力を最前

面に打ち出してＰＲする必要があ

ると感じています。さらにそれが

出来るのは、日常的に介護や支援

に携わる我々の仕事でもあると考

えます。  福祉の仕事に魅力を見つけ、就

職を希望する学生が多くなってく

ることを願って止みません。 
 「人はパンのみにて生くる者に

非ず」     さくら学園 施設長 安田喜人    

成
年

後
見

制
度

の
構

築
 武蔵野会では、ほとんどの施設がＡＥＤを設置しています。 

法人として積極的に動き始めた法人後見センター設立の動き。他団体との連携もとれてきました。 



 
    

    社会福祉法人として、武蔵野会

の使命は、支援を必要とする人へ

の働きかけだけではなく、その人

の人的環境や地域環境、さらに社

会環境への働きかけが必要だと考

えています。その意味では「地域

社会への貢献」を地域に限ること

なく、広い意味での社会貢献と捉

え、武蔵野会の第二期中期計画の

法人の目標を次のように掲げまし

た。  一、地域プラスワン活動 

 一、地域の福祉人材の育成 

 一、成年後見制度の構築 

 一、日本福祉大との連携強化 

 一、エイズ長期療養者の福祉施設      

  

 受入の研究（厚生労働省の分   

  

 担研究） 
 一、新規事業の量的整備（３か年

  
        で15事業）

            
   主な取り組みについて紹介しま

す。    各施設が、新しい地域活動企画

を挙げ、法人認定のもとに実施す

るもので、現在、４つの活動が実

践されています。まず、練馬福祉

園の「駆け込み一一○番」と「配

食サービス」。前者は、その名の

通り、近隣の方や近くを通った方

が困った時に、施設に助けを求め

るというものです。練馬福祉園で

は、正門に大きなのぼりを立て、

近隣への周知を心がけています。 そのため、少しずつ、利用されて

きているようです。看護師が常駐

し、ＡＥＤも設置してあるので、

医療的な駆け込みにも対応ができ

るのが強みです。後者は、地域の

一人暮らしのお年寄りを中心とす

る夕食の配食サービスです。利用

者、職員がペアで担当し、施設内

の厨房で作ったお弁当を配達しま

す。お弁当には、近隣の小学校の

生徒が書いた絵を添えます。配達

と回収で、お年寄りの安否を１日

に２回確認することもできます。 

    さくら学園では、定期的に、地

域の福祉事業所や市民に呼びか

け、フリーマーケットを開催しま

す。地域と施設の定期的な関わり

により、参加市民を組織化し、市

民リサイクル活動や福祉活動を活

2 
 求人に苦労し、ここ３

年ほど静岡県内の福祉関
係の学校を訪問して斡旋

のお願いをしています。就労担当

の方に話を伺うと、今の学生は就

職先に企業を選択し、福祉施設を

選ぶことが極めて少ないというこ

とです。その上近年は、福祉関係

の学校を選択する学生そのものが

少なくなってきているという話で

した。  ７月の有効求人倍率が全国平均

で０・４２と求職者の半分以下で

あるという統計があります。完全

失業率では５・７％と、これまで

で最悪の状況です。特に男性は

６・１％、若者については９・９
%と10人に一人が失業者という

結果です。  その中で、介護職の有効求人倍

率は１・５と、求職数を求人が上

回る現象が出ています。これは、

福祉にたずさわるには、介護や障

がいについて学んだ専門職である

必要があるというイメージからと

考えます。  しかしそれ以上に、福祉職員の

求職率を落としているのは、福祉

職は給与が安い上に、労働待遇が

良くなく、ストレスも多いという
武 蔵 野 
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 近隣へのアナウンスも心がけています。 

特集 
 武蔵野会は、第二期中期計画で「サービスの質の向上」「地域社会へ

の貢献」｢財務基盤の安定化」｢人材育成」｢法人の組織強化」を主な経営

課題として、それぞれに目標を設定して、３か年で達成できるように年

度毎に進捗を確認しています。利用者へのサービスについては常に基本

に据え、理念に基づいた支援体制のもと、継続して質を高めていきます

が、第二期の課題の中で、法人が特に力を注いでいるのは、「地域社会

への貢献」です。 
 今回は武蔵野会の社会貢献についての特集です。 
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変
 

革
    

特集特集特集   武蔵野会武蔵野会武蔵野会武蔵野会のののの社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献武蔵野会武蔵野会武蔵野会武蔵野会のののの社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献武蔵野会武蔵野会武蔵野会武蔵野会のののの社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献            

「「「「オータムバイキング」（駒沢生活実習所）  国政も都政も民主党の圧勝に終わった選挙の夏が過ぎて、

様々な変革が始まろうとしています。新政権での社会福祉は、

端的に言えば施策の内容はこれまで以上に「当事者本位」とな

り、事業の担い手は「市民的なもの」に傾斜していくのではな

いでしょうか。 
 例えば、新政権では、障害者制度の抜本的な改革と基盤の整

備を行うために全閣僚で構成する「障がい者制度改革推進本

部｣の事務局や実質的な調査審議を行う委員会に、障害当事者

を多数参加させるとしています。また、制度改革の基本方針に

は、障害児の普通学校への通学を推進する「インクルーシブ教

育」への転換など、従来よりもさらに当事者の権利性が高い内

容が掲げられています。 
 一方、障害者自立支援法に代わる「障がい者総合福祉法（仮

称）」では、報酬の月額制の復活など、事業者の経営基盤の強

化が図られる予定で、介護・福祉サービス従事者の大幅な処遇

改善の公約と併せると、社会福祉法人など事業者の要求にもか

なり配慮されています。ただ、新政権下では、「脱官僚主導」

と併せ、既成の様々な枠組みの見直しや改革が進められること

が予想され、社会福祉法人には公益性のさらなる確立が求めら

れてくると思います。 
 また、新政権が国内法を整備して批准を目指す障害者権利条

約には、障害者の「地域社会で生活する平等の権利｣などがあ

り、施設のあり方も、それらの権利に十分沿ったものに変えて

いかなければなりません。 
 当事者本位で、国民や都民の目線により一層近づいた法人経

営を目指して、改めて努力していく必要があります。      

       

社会福祉法人武蔵野会 
 理事長 上野 純宏                  

 


